
 

冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 

ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 

 

         

          ○ はじめに  

 学習指導要領に示されている「問題を見いだし・・・解決に導く過程の重視」は、どの教科でも重要です。

さらに、社会の様々な課題を解決するため、科学教育の重要性も示されています。しかし小学校では、以前

より理科授業を苦手としたり、指導を敬遠したりする教員も多いという

状況が懸念されています。 

「先生、見て！新種発見した！」と、バッタをうれしそうに見ている３

年生。 

「てこが釣り合うきまりって、もしかして・・・」と、比例の関係に気

づき、休み時間も実験で確かめようとする５年生（右図）。 

「電気って、＋から－に流れるって小学校で勉強したのになんで？」と問いがふくらむ中学生(下図)。 

 自然や科学を追究する理科授業は、これからの

時代に求められている教科であり、学習指導要領

の目指す学びを具現するものと考えます。そのた

めには、教師が単元を見通して指導することが重

要です。 

 また、小・中学校の“文化”は異なりますが、子

どもたちの学びは連続しています。小・中学校教員 

が児童生徒の９年間の学びを見通した指導計画･授業づくりを作成、探究することが大切と考えます。 

 しかし、いわゆる「中 1ギャップ」と言われる生徒のつまずきが学力向上の重要課題とされてから何年

も経過しています。酒井は、「なめらかな小中接続のために、小中連携、一貫教育をどのように進めれば

よいのか」について次の４点の課題やポイントを中心に論じています※。 

(1) 学校文化や指導方法の差が大きいことが小中接続の壁になっている。 

(2) 小中連携、一貫教育を進める背景には、いわゆる「中１ギャップ」の解消と９年間を通したカリキュ

ラムづくりの必要性がある。 

(3) カリキュラムづくりのポイントは、接続期のつなぎ方とそれを含めた９年間の編成を行うことである。 

(4) 小中の円滑な接続のためには、家庭学習にも力を入れることが必要である。 

               ※大妻女子大学教授 酒井 朗 氏 2013．5．17 ベネッセ教育情報サイト「小中接続を考える」より  

 昨年度、初等理科研究サークル「理究」は、若手教員や理科指導に苦手意識のある教員が授業構想に役

立てることを目的とした理科「1 ペーパー単元構想図集」を作成・編集しました。そこでは、授業実践に

生かすことを目的として、次の手順で構想図を作成しました。 

（１）単元をとおした子どもの思考に沿った学びを予想し、表現する。 

 ① 単元学習後の子どもの変容した姿を具体的にイメージする。 

 ② その姿を具現するために、子どもがもつであろう「素朴な問い」や「めあて」「予想」「活動」

「まとめ」などを具体的にイメージする。 

 ③ 子どもが主体的に問題解決する展開を想定して分かりやすく図示する。 

（２）子どもの学びを具現する「事象提示」「学習環境」「問題提起」などの手立てを端的に表現する。 

（３）子どもが働かせるであろう「見方・考え方」を表記する。 

 

 

 １ 

  図 休み時間にも確かめたい！(小) 

図 なぜ？みんなで確かめてみよう（中） 
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 この成果を踏まえ、会員が話し合った理科教育の課題は次の点でした。 

  ① 小学校理科教育を研究する教員が大きく減少している。 

  ② 小学校は、理科専科を導入する学校も多く、理科を担う教員の指導力向上が急務である。 

  ③ 小学校での実践が、中学校で生かされていないこともある。その逆も考えられる。 

 

 県内でも増加している義務教育学校や小中一貫校、連携型小中一貫校等で必要なカリキュラムの作成が

求められている中、小学校と中学校とが連携しながら理科の学びがつながる実践を行い、広げていくこと

が、児童生徒の中１ギャップを解消し、学力向上につながると考えました。さらには、理科が好きな(得

意な)児童生徒が増加することにより、地球環境問題を含む持続可能な開発目標（SDG’s）の課題解決な

ど、将来に渡って問題解決に主体的に取り組む社会人に成長してほしいと願っています。 

 

 

 

 

       １ なぜ児童生徒にとってシームレスな理科学習なのか 

 私たち「理究」では、小学校の単元展開構想の研修を生かし、小・中理科教育が一貫して充実していく

ように今年度の研修をスタートさせました。 

 私たちは小学校の教員ですが、中学校 1 年生の授業を見せていただいた際に、生徒は進級しても課題に

対する「問い」や解決の仕方はそう変わらないように思いました。中学生になった子どもたちにとって

は、学習内容の増加はありますが、これまでの学習の方法を用いて学習することによって生き生きと学ぶ

姿を見てきました。「段差：ギャップ」を埋める授業が大切なのではなく、学びが途切れないように「つ

なぎ目のない：シームレス」な理科授業を構築することが大切ではないかと考えました。 

 そこで今年度も公益財団法人ちゅうでん教育振興財団のご支援をいただき、次のように研修を進めまし

た。 

  ・ 小・中学校理科教育の実際を互いに理解し合う。 

  ・ 小中理科教育の課題を明らかにし、各自の実践及び研究に生かす。 

  ・ 小中一貫（シームレスな）理科カリキュラムの方向を探り、具体化する。 

  ・ 中学校理科での生徒のつまずきをうめる小学校理科の具体案を探る。 

 本冊子を御覧になった皆様から、成果と課題等、御意見をいただき、よりよい授業実践を目指していき

たいと考えています。 
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  第９回研修会：福島大学生とともに 


